
令和５年度 全国学力・学習状況調査結果及び分析・対策 】

(１)学力調査結果から見られた傾向

国語

算数

(２）児童質問紙調査から見られた傾向

質
問
紙

（３）児童質問紙調査の結果より（学力との相関が指摘されているものや、教育委員会として注目しているものを挙げています。）

(４)学力・学習状況調査結果チャート（破線は全国平均） (５)その他、今後特に力を入れて取り組むこと

【受検者数】

名

【松江市立

・個人思考や意見交流の場において、タブレットや電子黒板などの
ICT機器の効果的な活用方法を模索する。

47

※欠席等により調査によって受検者数が異なる場合は、最少の受
検者数をもって表示。

・問題場面を式や筆算に表す際に、具体物の操作や図を基に考え
を説明する活動を取り入れたり、表した式や筆算について、具体物
の操作や図と関連付けて式や筆算の表す意味を読み取る活動を取
り入れたりする。
・図やグラフから読み取ったことや、複数の情報を比較して見出した
違いについて、ある条件（言葉、数など）のもとで説明する活動を取
り入れる。

対　策（・）

・個々の学習内容や方法を見直すことで、学力向上につなげる。
・考えを伝え合う場において、考えを伝えるだけにとどめず、感想を
伝え合ったり、お互いの意見のよさを見つけたり、相手の考えを取り
入れたりしながら自分の考えをよりよくしていく。
・読書活動の充実を図ったり、国語辞典や新聞を活用した学習活動
を進めたりすることで、様々な文章表現や言葉に触れられるように
する。

中央小学校

成果と課題(○：成果，●：課題)

○人の役に立ちたいという思いをもっている児童の割合が高い。
○自分で計画的に、平日１時間以上の勉強時間を確保している児
童の割合が高い。
●自分の考えを伝え合うものの、他者の意見や自分と違う意見を生
かしたり、互いの考えのよさを生かしたりして自分の考えを見直した
り、まとめたりする活動が十分でない。
●平日平均１０分以上の読書（授業以外）をしている児童の割合が
少なく、全くしない児童の割合は３割を超えている。

成果と課題(○：成果，●：課題) 対　策（・）

○学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこと
や、日常の敬語について理解すること。
●文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめるこ
と。
●目的や意図に応じて、必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝
えたいことや自分の聞きたいことの中心を捉えること。

・ある条件（文字数、言葉など）のもとで、自分の考えをまとめる活動
を積極的に取り入れる。
・話合いや対話、インタビューなどの活動において、目的を明確にし
て話を聞いたり、話し手が伝えたいことの中心を確かめるやりとりを
しながら聞いたりする。

○式が示された計算問題を正しく計算すること（一の位が０の二つ
の２位数の乗法の計算）
●式や筆算を具体物や図と関連付けて考察し、計算のきまりや計
算に関して成り立つ性質、式の意味について理解すること。
●示された一つの棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラ
フを読み、見出した違いを言葉と数を用いて説明すること。
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